
目 標 達 成 計 画

【目標達成計画】　

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目  標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容 目標達成状況（任意）

1 6 H27年8月1日現在身体拘束は全て解除しました。
今後についても身体拘束をしない方向で取り組
んでいきます。

か月

2 23
利用者の過去・現在・未来の情報を可能な限り多
く収集して今まで以上に利用者の思いや意向の
把握に努める必要がある。

利用者の希望、要望を今後さらに大切にした
支援をする。
季節毎の野菜や花を畑いっぱいに植え 土作り
から収穫までを楽しみに過ごして頂き 会話に
も花が咲き精神的身体的機能の向上に繋げ
る。

利用者のさらなる情報収集をする。たとえば散
歩、地域行事、レクリェーション等。
利用者、家族の要望、希望に沿ったケアプランを
作成、具体化し実行する。
職員のスキルアップを促し質の向上に努める。

　24 か月

3

4 か月

5 か月

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに次のステップへ向けて取り組む目標を職員一同で話し合いながら作成します。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り
組む具体的な計画を記入します。

目標達成に
要する期間

事業所名グループホームみゆき2

作成日　：　平成　　27年　　8月　　6日
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